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注目する任意の場所を回転軸中心に合わせられる
ユーセントリック機構の概念図ユ セントリック機構の概念図



実用性・汎用性・性能の向上実用性 汎用性 性能の向上

自動化機能の性能向上自動化機能の性能向上
制御画像信号のS/N比の向上
テレビカメラ → 冷却CCDカメラの信号テレビカメラ → 冷却CCDカメラの信号
オートフォーカス → 新しいアルゴリズム

観察可能地点の範囲拡大
環境に適した画像伝送方式の選択環境に適した画像伝送方式の選択

操作性の向上操作性の向上
音声と画像による本体側、遠隔地側の一体感



オートフォーカス

テーブル方式
ウオブラー方式ウオブラ 方式
画像尖鋭度方式オートフォーカス



伝送信号とネットワーク伝送信号とネットワ ク

コーデック フォーマット 必要帯域 音声 その他

HiDVTS 1440*1080 30Mbps ○ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIP

ポート設定

H 264 512kbps～8Mbps ○H.264

1440 1080

512kbps～8Mbps

1 5Mb 以上

○
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIP

ポート設定
1440*1080
1920*1080

1.5Mbps以上
3Mbps以上

ポ ト設定

音声を含め双方
向伝送伝送

操作信号 1Mbps以下





操作手順

1. 観察したい視野を選ぶ

操作手順

2. 倍率を選ぶ

3. フォーカスを合わせる3. フォ カスを合わせる

4. トモグラフィーでとりたい傾斜角度範囲とステッ
プを設定するプを設定する

5. 画像取得の

“スタ トボタン”スタートボタン

を押す



帯域 8 7Mbps ロス率 0% 遠隔地側

北海道大学北方生物圏フィールド科学センターにて

帯域 8.7Mbps, ロス率 0% 遠隔地側



本体側操作室



１μｍ
自動撮影 ±６０°１°ステップ １２１枚 撮影時間 1時間４５分

北海道大学 本村先生提供 試料：海藻

μ
自動撮影 ±６０ １ ステップ １２１枚 、撮影時間 1時間４５分



まとめまとめ

画像信号のS/N比を向上したことにより、オート
フォーカス、視野位置補正などの自動化の精度が
高くなった。

ただし、1枚あたりに要する時間が長くなったので
これを改善するのが今後の課題であるこれを改善するのが今後の課題である。

画像伝送方式の選択肢を多くしたことにより、観察
可能地点を拡大できた。

これらの性能向上によって 実用性・汎用性をよりこれらの性能向上によって、実用性・汎用性をより
高めることができた。


